
平成２９年度 学校マネジメントシート 

 

【様式】 

  学校名（   飯南高等学校   ） 

１ 目指す姿 

 

(1)目指す学校像 
◯地域とともに「生きる力」（①基本学力、②コミュニケーション力、③挨拶力、④自 

 立力）をつける学校 

(2) 

育みたい 

児童生徒像 

◯基本学力とともにコミュニケーション力、挨拶力を身につけ、自立した人間となれ 

 るよう努力している。 

◯小中学校、地域と連携した行事などに積極的に参加できる。 

ありたい 

教職員像 

◯目指す学校像実現にむけ、教職員間にとどまらず、小中学校、地域とも連携しながら

４つの力を身につけさせるための指導にあたる教職員集団となる。 

２  現状認識 

(1)学校の価値を 

提供する相手

とそこからの

要求・期待 

＜生徒＞多くの生徒は基本学力を身につけるとともに、コミュニケーション能力、プレ 

 ゼンテーション能力の向上を期待している。 

＜保護者＞キャリア教育を推進し、社会に適応し活躍できるようにしてほしい。 

＜地域＞地域の高校として、地域と連携したキャリア教育を通して生徒を育て、地域の 

 活性化に寄与してほしい。 

(2)連携する相手

と連携するうえ

での要望・期待 

連携する相手からの要望・期待 連携する相手への要望・期待 

＜家庭＞ 

 授業、学校行事の様子など、学校の情 

 報を発信してほしい。 

＜中学校＞ 

 入試情報についての相互理解を深めて 

 ほしい。 

＜地域社会＞ 

 地域の活性化のため、行事における協 

 力、交流を進めてほしい。 

＜家庭＞ 

 教育方針を理解の上、家庭でできる挨拶、 

 コミュニケーションの実践を進めてほし 

 い。 

＜中学校＞ 

 地域の高校としての現状を理解し、連携 

 の強化を積極的進めてほしい。 

＜地域社会＞ 

 地域の高校としての活性化を図るため、 

 地域における就業機会が得られるよう 

 支援してほしい。 

(3)前年度の学校 

関係者評価等 

◯SHR学習の中に、書く力、読む力を身につけさせることに力点を置いた学習を意識的に 

 取り入れていくことが必要である。このことは、基礎学力定着だけにとどまらず、 

 SNS等におけるトラブル回避のための力を身につけさせることにつながっていく。 

◯就職試験における基礎学力テスト、専門学校等における学科試験に合格できるだけの 

 学力を身につけさせることは、進路保障の面から考えると学校活性化のための重要な 

 要素となる 

4)現状と

課題 

教育 

活動 

◯基本学力定着のため、SHRにおいて漢字検定への取り組みや基礎学力養成学習を行う 

 など、基礎学力を向上させる取り組みを継続的かつ系統的に行ってきた。「ベル着」 

 （始業のベルとともに授業を受ける体制ができている状態）が定着し、授業を大事に 

 しようとする姿勢が生徒、教職員双方に行きわたってきた。 

◯「教える授業」から「学ぶ授業」へ転換するため、教職員の校内授業研究、生徒によ 

 る授業評価、中高及び小高教員の授業交流や学校関係者評価などにより、指導方法、 

 指導内容の改善を継続的に行うことが必要である。 

◯３年間の学びの集大成として、生徒は卒業時の「いいなんゼミ」発表会で取り組んだ 

 研究内容を進路と関連させながらプレゼンテーションを行っている。３年間の成長を 

 みせる場として、継続発展させていくとともに、その成果を広く発信する必要がある。 

Ⅰ「守る」～命と暮らしの安全・安心を実感できるために～ 

 Ⅰ－１ 防災対策 

   Ⅰ－１－１ 防災対策の推進   

   Ⅰ－１－２ 治山・治水・海岸保全対策の推進 



学校 

運営等 

◯連携型中高一貫教育校として、連携中学校との連携を深めていくとともに、連携外中 

 学校との相互理解を強化する必要がある。 

◯地域住民や小中学校と連携しながら「飯南・飯高地域 キャリア教育全体計画・学習 

 プログラム」に基づいた実践を強化する必要がある。 

◯校務の多様化、複雑化の中で過重となっている教職員の勤務時間を縮減していく必要 

 がある。 

 

３  中長期的な重点目標 

教
育
活
動 

◯TPOに応じた行動がとれる力を身につけ、社会に適応し、活躍できる生徒を育てるため、地域社会 

 や小中学校と連携し、キャリア教育を推進する。 

◯生徒の自尊感情を育てながら、生命及び人権尊重の精神を育成するための人権教育を推進する。 

◯部活動、生徒会活動、ＨＲ活動等を通して生徒の自主性を育んでいく。 

学
校
運
営
等 

◯わかる授業、学び合う授業を目標に授業の改善、充実を進める。 

◯地域との連携を深め、地域の人々の見守りと関わりの中で生徒を育て、地域の活性化に寄与できる 

 互恵的関係を構築することで、地域の子どもが進学したい高校としていく。 

◯生徒と向き合う時間を確保するとともに、教職員の総勤務時間縮減を図る。 

４ 本年度の行動計画と評価 
（１）教育活動    

教育活動に関する項目は、児童生徒を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「教育課程・学習指導」「キャリア教育（進路指導）」「生徒指導」「保健管理」など 

    また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。 
  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学習指導の

充実 

◯中高連携や高大連携、地域の社会人講師による授業など、 

 多様な学びの場を提供する。 

◯基礎学力養成学習など基本学力定着のための SHR学習を 

 行う。 

【活動指標】生徒、保護者対象の満足度調査、授業参観時の 

 保護者アンケートを実施する。 

【成果指標】飯南高校で学ぶことに対して満足している生徒 

 の割合を 90％以上とする。 

（年度末および適宜記載） 

◎ 

 

 

 

※ 

生徒指導の

充実 

◯毎日の登校指導を行う中で挨拶の大切さを理解させ、厳し 

 くも丁寧な頭髪・服装指導を組織的に行う。 

◯場面、場所に応じたマナー、SNSのあるべき利用の仕方を 

 指導する。 

◯基本的生活習慣を確立させ、年間遅刻者数を前年度より５ 

％減少させる。 

◯ワークショップ型新入生研修、学校行事などを通じ、仲間 

 作りを意識したクラス作りを行う。 

◯新入生の全員クラブ登録を奨励し、生き生きとした学校生 

 活の実現と部活動の活性化を目指す。 

（年度末および適宜記載） 

※ 

 

 

 

◎ 



キャリア教

育の充実 

◯総合学科の特色である入学年次の「産業社会と人間」、２年 

 次の「キャリアデザイン」、３年次の「いいなんゼミ」等を 

 通じて課題解決能力、コミュニケーション能力、プレゼン 

 テーション力等を育成し「生きる力」を身につけさせる。 

【活動指標】 

 発表の機会を各学年２回以上設け、生徒満足度調査を実施 

 する。社会で活躍する卒業生を講師として招き、キャリア 

 を身近なものとして実感させる。 

【成果指標】 

 プレゼンテーション力がついたと答えた生徒の割合を１年 

 次 50％以上、２年次 60％以上、３年次 80％以上とする。 

 

（年度末および適宜記載） 

◎ 

 

 

 

※ 

人権教育の

充実 

◯人権 LHR 等において、教員も含めた意見交換のできる学習 

 を取り入れていく。自他の考えを尊重し、多様性を認めあい、

お互いを思いやることができる仲間づくりを行う中で、生 

 命の尊厳を理解できる人権学習を進める。 

 

（年度末および適宜記

載） 

 

改善課題 

（年度末に記載） 

 
（２）学校運営等 

学校運営等に関する項目は、教職員や施設等を対象としたものとするのが望ましい。 
（例）「組織運営」「研修（資質向上の取組）」「情報提供」「保護者・地域住民等との連携」など 
また、評価項目・指標等を検討する際の視点は、学校の実態に応じて設定する。  

【活動指標について】取組・活動の具体的な活動量や活動実績を指標にします。 

【成果指標について】取組・活動による具体的な効果や成果等を指標にします。 

【備考欄について】「※」：定期的に進捗を管理する取組 「◎」：最重点取組 

項目 取組内容・指標 結果 備考 

学習指導の 

充実 

◯授業改善、充実のためのリーダー育成、教職員研修、中高 

 教職員の交流を行い、研究授業、公開授業を実施する。 

【活動指標】 

 公開授業等２回以上実施する。 

【成果指標】 

 飯南高校で学ぶことに対して満足している生徒の割合を 

 90％以上とする。 

（年度末および適宜記載） 

 

キャリア教育

の充実 

◯職場定着サポーターとの連携や求人開拓を進める一方で、 

 早期離職を防止するために卒業後も就職先を訪問するなど 

 職場定着に向けた取り組みを推進する。 

【活動指標】 

 卒業生の就業状況確認と求人依頼のための職場訪問を行う。 

（年度末および適宜記載）         

 



中高・地域連携

の強化 

◯飯南高等学校活性化協議会における協議を通し、中高・地 

 域連携の進展を図る。 

◯連携型中高一貫教育連携中学校との交流を深め、連携を強 

 化する。 

【活動指標】 

 推進企画会議２回、推進担当者会議３回 

◯地域に学校を紹介するとともに、参加体験型のイベントで 

 ある「飯南高校学校開放チャレンジデー」を開催する。地 

 域社会との調和を図り、地域の活性化に寄与する。 

◯クリーンキャンペーンとして、生徒、教職員、地域との共 

 同清掃活動を行うことにより、地域への理解と交流を促進 

 する。 

◯ホームページの更新による地域への広報を促進する。 

【活動指標】 

 10 回以上の更新につとめる。 

◯広報活動の見直しを行い、積極的な学校 PR を行う。 

◯「いいなん～中高一貫ニュース～」を飯南・飯高地域全戸 

 に配布し、小中学校の保護者、地域住民に中高一貫教育の 

 意義と内容の浸透、理解を改めて図る。 

【活動指標】 

 ２回の発行を継続する。 

 

（年度末および適宜記載） 

 

 

◎ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 

職場環境の整

備 

◯総勤務時間の縮減にむけ月ごとの過重労働の実態を把握し、

解消を図るよう校務の効率化を図るとともに、職員の過重 

 労働に対する意識変革を進める。 

【活動指標】 

 会議の時間設定と短縮化（1 時間以内）を推進する。 

 職員会議資料の事前配付を行う。 

 月１日の定時退校日を設定する。 

 週１日以上の部活動休業日を設定する。 

 休暇取得日数を増加させる。 

 過重労働縮減のため勤務時間終了後の退校時刻を早めるよ 

 う働きかけを強める。 

◯居室等の校内美化に努め、快適な職場環境をつくる。 

（年度末および適宜記載） 

※ 

改善課題 

（年度末に記載） 

５ 学校関係者評価 

明らかになった 

改善課題と次へ

の取組方向 

（年度末に記載） 

６ 次年度に向けた改善策 



教育活動につ

いての改善策 
               （年度末に記載） 

学校運営につ

いての改善策 
               （年度末に記載） 

 


